
輸送人員の減少に伴い、路線バスの経常収入はこの６年間で約２８％減少。一方、移動・行動制限の中
でも、生活の足として公共交通サービスを提供する必要があったため経常費用はほぼ横ばいであるが、
２０２１年度は原油、物価の高騰によりコストが増大し、経常収支はさらに厳しい状態となった。

【参考】路線バス事業の経常収支の推移（５社合計）
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